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団体の概要

１．設立年月日
平成１７年８月２８日設立 平成２９年４月１日法人化

２．活動目的及び主な活動内容
活動目的：ファミリーホームに委託された児童の福祉の増進を図るとともに、

ファミリーホームの情報交流や相互支援、更にはその制度の普及啓発を行う

ことにより、家庭養護の充実発展を促進し、もって社会的養護を必要とする全

ての児童が、家庭で暮らすことができる社会の実現を目指す。

主な活動内容：全国研究大会の開催、全国８ブロックでの研修及び交流事業、

研修委員会、事業調査・政策委員会等委員会活動、「社会的養護とファミリー

ホーム」出版、ファミリーホーム普及啓発のための各種事業と政策提言

３．会員数等

300ホーム



【視点ｰ１ 障害児入所施設の４つの機能から、ヒアリング団体の所管する施設・事業所との
関係等について】

地域での生活を保障するファミリーホームにおいて、乳幼児の発達の支援、学童・生徒の
放課後ディの利用などが有用な資源と考えられる。ファミリーホームは、１７．８％の割合で
障害児を受け入れている。全員障害児のホームもあり、比較的重度の子どもを受け入れて
いるホームもある。個別な関わりの必要な子どもにとっては、小さな規模で養育者が複数い
るファミリーホームの役割は大切である。

【視点ｰ２ 障害児入所施設全般に関して課題と感じることについて】

社会的養護と障害児入所施設の関係性の稀薄さを感じている。ファミリーホームのような
地域で小規模の取り組みがない。里親（FH)などに障害児が委託されていても障害児施設か
らの支援が得られない。

【視点ｰ３ 障害児入所施設に期待することについて】

障害があり愛着の問題が厳しいケアニーズの高い子や、強度行動障害の子どもへの専門
的支援が必要であるため、有期限有目的で関わってほしい。また、地域支援機能としては、
障害児入所施設の持っている専門性をアウトリーチで在宅、里親、ファミリーホームへの支
援の役割を担ってほしい。

【その他】
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